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(57)【要約】
【課題】カップリングと直状ダクト連結具とを嵌脱可に
組み立てることによりジャバラダクトと直状ダクトの連
結に供することができ、又カップリングを直状ダクト連
結具から分離することによりジャバラダクト相互の連結
に供する配線ダクト連結具を提供する。
【解決手段】一端内周面と他端内周面に第一、第二ジャ
バラダクト１１，１４端部のジャバラ１２に係脱可に係
合される第一、第二係合溝１３，１６を有するカップリ
ング１と、一端に上記カップリング１の一方の係合溝１
３（１６）に係脱可に係合される連結フランジ２０を有
する直状ダクト連結具１９とから成る配線ダクト連結具
。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
一端内周面と他端内周面にジャバラダクト端部のジャバラに係脱可に係合される係合溝を
有するカップリングと、一端に上記カップリングの一方の係合溝に係脱可に係合される連
結フランジを有する直状ダクト連結具とから成ることを特徴とする配線ダクト連結具。
【請求項２】
上記カップリングは嵌脱可能なカップリングベースとカップリングカバーから成り、該カ
ップリングベースとカップリングカバーを合体することにより上記ジャバラダクト端部の
ジャバラ又は直状ダクト連結具の連結フランジとの係合状態を形成する構成を有すること
を特徴とする請求項１記載の配線ダクト連結具。
【請求項３】
上記直状ダクト連結具の連結フランジはカップリングを構成するカップリングカバーの係
合溝部分に係脱可に係合されることを特徴とする請求項１記載の配線ダクト連結具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はジャバラダクトと直状ダクトの連結と、ジャバラダクト相互の連結に兼用し得
る配線ダクト連結具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、床上や壁配線における曲げ配線部においては、屈撓可能なジャバラダクトを用い
て入り側と出側の直状ダクトと連結する配線方法が採られており、該ジャバラダクト相互
の連結には両ジャバラダクト端部のジャバラに係合して両者を引き留めする専用のカップ
リングを用い、又各ジャバラダクトの尾端と直状ダクト端部の連結には、ジャバラダクト
の端部を受け入れてジャバラに係合する部分と直状ダクトを受け入れる部分とを一体成形
したコネクタを用いている。
【０００３】
　又は特許文献１に示すような両端に直状ダクトの挿入部を一体成形したジャバラダクト
を用い、該挿入部に直状ダクトを挿入して連結する方法が採られている。
【特許文献１】特開平１０－６８５３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の通り、従来の配線ダクト連結具（前者）においては、ジャバラダクト相互を連結
する専用の機能を有するカップリングと、ジャバラダクトと直状ダクトを連結する専用の
機能を有するコネクタとは相互に互換性を有せず、ジャバラダクトと直状ダクトのコネク
タをジャバラダクト相互を連結するカップリングに転用できず、ジャバラダクト相互のカ
ップリングを直状ダクトとジャバラダクトのコネクタに転用できない状況にある。
【０００５】
　従ってジャバラダクトや直状ダクトに合わせたカップリングとコネクタが夫々必要とな
る。
【０００６】
　又後者（特許文献１）においては、壁面や天井面への配線において、温度変化による製
品の収縮や配線する電線、ケーブル等の重みにより直状ダクトより挿入部分が抜け落ちる
問題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、一端内周面と他端内周面にジャバラダクト端部のジャバラに係脱可に係合さ
れる係合溝を有するカップリングと、一端に上記カップリングの一方の係合溝に係脱可に
係合される連結フランジを有する直状ダクト連結具とから成り、上記カップリングと直状
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ダクト連結具とを嵌脱可に組み立てることにより上記ジャバラダクトと直状ダクトの連結
に供し、カップリングを直状ダクト連結具から分離することによりジャバラダクト相互の
連結に供し得るようにした配線ダクト連結具を提供するものである。
【０００８】
　上記カップリングは嵌脱可能なカップリングベースとカップリングカバーから成り、該
カップリングベースとカップリングカバーを合体することにより上記ジャバラダクト端部
のジャバラ又は直状ダクト連結具の連結フランジとの係合状態を形成する。
【０００９】
　上記直状ダクト連結具の連結フランジは、カップリングを構成するカップリングカバー
の係合溝部分に係脱可に係合可能な構成を採る。
【００１０】
　又はカップリングカバーの係合溝部分とカップリングベースの係合溝部分の双方に係合
可能な構成にする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、カップリングと直状ダクト連結具とを嵌脱可に組み立てることにより
、上記ジャバラダクトと直状ダクトの連結に供することができ、又カップリングを直状ダ
クト連結具から分離することによりジャバラダクト相互の連結に供することができる。
【００１２】
　組み立て使用と分離使用に共用できる商品であり、組み立てた一種類の商品を現場に供
して、ジャバラダクト間接続、ジャバラダクトと直状ダクトの接続に対応できるから、商
品管理、在庫管理面の負担が軽減される。
【００１３】
　又カップリングを構成するカップリングベースを配線面に確実に固定し、ひいては直状
ダクト連結具を安定に据え付けることができ、上記温度変化による製品の収縮や、配線す
る電線、ケーブル等の重みにより直状ダクトより挿入部分が抜け落ちる問題を解決できる
。
【００１４】
　又連結具の口径を変更することで、ジャバラダクトと直状ダクトの大きさが異なっても
対応可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を図１乃至図９に基づき説明する。
　図４，図５，図６はカップリング１を示し、図示のように、該カップリング１は合成樹
脂成形されたカップリングベース２と、同カップリングカバー３の二分割部品から成る。
【００１６】
　図５に示すように、上記カップリングベース２は底板４と底板４の対向する二辺から対
向して立ち上げた側板５とを有し、全体としてＵ字形を呈する。
【００１７】
　他方図６に示すように、カッブリングカバー３は天板６と該天板６の対向する二辺から
対向して立ち下げた側板７とを有し、全体として逆Ｕ字形を呈する。
【００１８】
　上記カップリングベース２とカップリングカバー３とは、側板５，７の遊離端を突き合
わせ状態にして係脱可に合体し、カップリング１を組み立てる。
【００１９】
　上記係脱可に合体する手段の例として、側板５と側板７の一方の遊離端の側面に耳片８
を設け、該耳片８の内面に係止溝９を設け、他方の側板７，５の遊離端の側面に係止爪１
０を突設する。
【００２０】
　上記側板５，７は内外へ弾性変位可能であり、上記耳片８の下端面で上記係止爪１０を
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押圧して側板５，７を弾性変位させながら係止溝９に係止爪１０を滑入し、カップリング
カバー３とカップリングベース２とを突き合わせ状態に合体し、カップリング１を組み立
てる。
【００２１】
　この時、耳片８は相手側側板５又は７の遊離端の側面に嵌合されて上記係止溝９と係止
爪１０の係合が果たされ、該係合部は耳片８によって隠蔽される。
【００２２】
　上記カップリングベース２とカップリングカバー３の合体を解除するには、係止爪１０
を有する側板５又は７を内方へ弾性変位させることにより係止爪１０を係止溝９から脱出
せしめる。
【００２３】
　上記カップリング１は、その一端内周面（即ち一端開口部内周面）に第一ジャバラダク
ト１１の一端のジャバラ１２に係脱される第一係合溝１３を有し、同他端内周面（即ち他
端開口部内周面）に第二ジャバラダクト１４の一端のジャバラ１５に係脱される第二係合
溝１６を有する。
【００２４】
　換言すると、上記カップリングベース２とカップリングカバー３の各一端内周面（即ち
一端開口部内周面）に第一ジャバラダクト１１の一端のジャバラ１２に係脱される第一係
合溝１３を夫々設け、同他端内周面（即ち他端開口部内周面）に第二ジャバラダクト１４
の一端のジャバラ１５に係脱される第二係合溝１６を夫々設ける。
【００２５】
　上記第一係合溝１３はカップリングベース２の底板４と側板５の夫々に周方向において
離間して配設するか、周方向において連続するように配設し、第二係合溝１６はカップリ
ングベース２の底板４と側板５の夫々に周方向において離間して配設するか、周方向にお
いて連続するように配設する。
【００２６】
　同様に、上記第一係合溝１３はカップリングカバー３の天板６と側板７の夫々に周方向
において離間して配設するか、周方向において連続するように配設し、第二係合溝１６は
カップリングカバー３の天板６と側板７の夫々に周方向において離間して配設するか、周
方向において連続するように配設する。
【００２７】
　上記カップリングベース２の底板４には配線床又は配線壁に取り付け固定するための取
付孔１７を貫設する。
【００２８】
　次に図４，図８はジャバラダクト１１（１４）を直状ダクト１８に連結するための直状
ダクト連結具１９を示し、該直状ダクト連結具１９は一端に上記カップリング１の一方の
係合溝１３又は１６に係脱可に係合される連結フランジ２０を有する。
【００２９】
　詳述すると、直状ダクト連結具１９は直状ダクト１８を挿入する直状ダクト挿入部２１
を有し、該直状ダクト挿入部２１の一端側を大口径にし、他端を小口径にし、大口径部２
４の端部から上記天板２２と側板２３の上端部に亘る逆Ｕ字形の連結フランジ２０を外方
へ向け突成し、前記カップリングカバー３の第一係合溝１３又は第二係合溝１６にのみ係
合する構成にする。
【００３０】
　又は上記連結フランジ２０を天板２２と側板２３に連続して形成し、又は間隔を置いて
形成し、該連結フランジ２０を上記カップリングカバー３の天板６と側板７の係合溝１３
又は１６に係合しつつ、カップリングベース２の側板５に形成した係合溝１３又は１６に
係合する構成とすることができる。
【００３１】
　直状ダクト連結具１９は天板２２と該天板２２の対向する二辺から立ち下げた側板２３
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を有し、底板を設けずに下面において開放する逆Ｕ字形にする。
【００３２】
　図１，図２に示すように、上記直状ダクト連結具１９の連結フランジ２０をカップリン
グカバー３の一方の係合溝１３又は１６に係合し、カップリングベース２をカップリング
カバー３に合体することにより直状ダクト連結具１９との連結状態を形成する。
【００３３】
　図８に示すように、上記連結フランジ２０の端部外側面には係止爪２５を設け、他方カ
ップリングカバー３の端部外側面に係止孔２６を設け、図９に示すように、上記直状ダク
ト連結具１９の連結フランジ２０を係合溝１３又は１６に係合しつつ、該係止爪２５を係
止孔２６に強制的に係合し、上記直状ダクト連結具１９とカップリングカバー３乃至カッ
プリング１との結合を確実にする。
【００３４】
　上記直状ダクト連結具１９とカップリング１の組立体を図１に示すように、直状ダクト
１８とジャバラダクト１１（１４）との連結に供する。
【００３５】
　即ち組立体のカップリング１の一方の係合溝１３又は１６をジャバラダクト１１（１４
）の端部のジャバラ１２（１５）に係合して連結すると共に、直状ダクト連結具１９に、
即ち直状ダクト挿入部２１に直状ダクト１８の端部を挿入し、直状ダクト１８とジャバラ
ダクト１１（１４）とを連通状態に連結する。
【００３６】
　図７に示すように、上記直状ダクト連結具１９とカップリング１の組立体の連結を解除
して両者１９，１を分離し、該分離したカップリング１を第一ジャバラダクト１１と第二
ジャバラダクト１４相互の連結に供する。
【００３７】
　上記分離したカップリングカバー３とカップリングベース２の一方を係合溝１３又は１
６を以って第一、第二ジャバラダクト１１，１４の端部のジャバラ１２，１５に係合する
と共に、他方を係合溝１６又は１３に係合しつつ合体することにより両者３，２を合体し
、ジャバラダクト１１，１４相互間を連結するために用いる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明に係る配線ダクト連結具を用いて第一、第二ジャバラダクトと直状ダクト
とを連結した状態を部分断面して示す側面図。
【図２】上記配線ダクト連結具の組立構造とジャバラダクトとの連結状態を部分断面して
示す側面図。
【図３】上記配線ダクト連結具の組立背面図。
【図４】同分解斜視図。
【図５】Ａはカップリングベースの斜視図、Ｂは同平面図、Ｃは同底面図、Ｄは同縦断面
図、Ｅは同横断面図。
【図６】Ａはカップリングカバーの斜視図、Ｂは同平面図、Ｃは同底面図、Ｄは同縦断面
図、Ｅは同横断面図。
【図７】第一、第二ジャバラダクトをカップリングを使用して連結する状態を、カップリ
ングカバーを分解して示す斜視図。
【図８】Ａは直状ダクト連結具の斜視図、Ｂは同背面図、Ｃは同正面図、Ｄは同平面図、
Ｅは同側面図、Ｆは同底面図。
【図９】カップリングと直状ダクト連結具の組立体を示す斜視図。
【符号の説明】
【００３９】
　１…カップリング、２…カップリングベース、３…カップリングカバー、４…カップリ
ングベースの底板、５…カップリングベースの側板、６…カップリングカバーの天板、７
…カップリングカバーの側板、８…耳片、９…係止溝、１０…係止爪、１１…第一ジャバ
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ラダクト、１２…ジャバラ、１３…第一係合溝、１４…第二ジャバラダクト、１５…ジャ
バラ、１６…第二係合溝、１７…取付孔、１８…直状ダクト、１９…直状ダクト連結具、
２０…連結フランジ、２１…直状ダクト挿入部、２２…直状ダクト連結具の天板、２３…
直状ダクト連結具の側板、２４…直状ダクト連結具の大口径部、２５…係止爪、２６…係
止孔。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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